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１．はじめに
本稿では、書式見本として土木計画学研究・論文集審査用論文（和文）の書き方を例示することとします。1）
２．原稿の書き方
（１）原稿用紙
　Ａ４判の用紙（左右210mm、上下297mm）を使用して、ワープロ・タイプにて印字して下さい。なお、最終的に採用された場合、原稿は８６％縮小でそのまま印刷しますので本文、図表とともに鮮明な原稿をお送り下さい。
左右マージン20mm、上下マージン19mmの枠内（左右180mm、上下261mm）の枠内に、52字×48行の２段組み（片段25字＋段間２字＋片段25字）で作成して下さい。
（２）題目、著者名、脚注
　a）題目
　１頁目の４行目までに、和文題目と英文題目を中心揃えで12ポイントを標準とし、ゴシック体（もしくはそれに準じたフォント）で記述して下さい。
　b）著者名
　１頁目の５～７行目に、著者名（和文・英文共）を右揃え10ポイントを標準とし、記述して下さい。
　c）脚注
　１頁目左下脚注に（罫線の下に本文より小さい文で）Ⅰ）キーワード（審査分野表の中のキーワード欄の中から、最大４つ選んで下さい。）、Ⅱ）著者名全員の会員種別、学位、所属（所在地、電話番号、FAX番号もしくはE-mailアドレス）を記述して下さい。

*キーワーズ：計画基礎論、地球環境問題、総合交通計画
**正員、工博、土木大学工学部土木工学科
　　　（東京都新宿区四谷一丁目無番地、
　　　　TEL03-3355-3441、FAX03-5379-0125）
***学生員、工修、計画大学工学部社会開発工学科
　　　（東京都千代田区千代田１丁目１番地、
　　　　TEL03-3333-3333、FAX03-3333-5555）
（３）本文
a）書き始め位置

本文は、１頁目の９行目から２段組で書いて下さい。
　b）章・節・項
章・節・項の書き方は、以下の通りとします。
章：１．、２．、３．、・・・として３行とり、ゴシ　　　ック体（もしくはそれに準じたフォント）で、記　　　述してください。
節：（１）、（２）、（３）、・・・として節に入る
　　前の１行を空白行とする。
　項：a）、b）、c）、・・・とする。
（４）図、表、写真
原則として、図、表、写真の横には本文を組み込まないで下さい。表題は、ゴシック体（もしくはそれに準じたフォント）で記述してください。表の場合、表の上部に中央揃えで、図・写真の場合、図・写真の下部に中央揃えで記述して下さい。また、図・表・写真を他の著作物から引用する場合には、出典を必ず明記して下さい。
（５）参考文献の記載方法
　参考にした文献は、引用順に番号を付けて本文末にまとめて記載し、文中にはその番号を以下の例のように右肩上に示して本文末の文献と対応させて下さい。
　本文中での引用例
　Ⅰ）　○○ら１）は、・・・している。
　Ⅱ）　これらには、・・・という特徴がある２）－５）。
　参考文献の書き方は、著者名、論文名、雑誌名（書名）、巻号、頁、発行年の順に記載して下さい。参考文献が英文である場合には、著者名を「姓、イニシャル」の形で記述して下さい。著者名が多い場合には、第一著者名のみを上記の規則に従って記し、後を「ほか」、「et al.」としてもかまいません。具体的には、以下の例に従って、作成して下さい。
　a）単行本の場合
和文の単行本を参考文献として記載する場合には、以下の１）２）を参考にして下さい。英文の単行本の引用に際しては、３）を参考に、書名に関しては書名の最初の単語の頭文字とそれに続く単語のうち冠詞、接続語、
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前置詞を除く各単語の頭文字を大文字として下さい。
　１）市川修：応用一般均衡分析，有斐閣，1991．
2） 土木学会編：土木工学ハンドブック，第52編　
　　　土地不動産，技報堂出版，1989．
3） Kaufmann,A.and Gupta,M.M.：Fuzzy Management 
Modeks in Engineering and Manegement Science，    NorthHolland，Amseredam，1988［田中英夫監訳，   松岡浩訳，ファジィ数学モデル，オーム社，1992］．
　b）論文の場合



は、以下の４）を参考にして下さい。英文の論文・報告等の引用に際しては、５）を参考に、論文名に関しては、書名の最初の単語の頭文字を大文字とし、他の単語は固有名詞を除いてすべて小文字で表記して下さい。
４）土木太郎：土木計画学の課題と展望，土木計画学研究論文集，No.12，pp.1-8，1994．
５）Kenkyu,S.：knowledge，infrastucture and regi-    onal development，regional Scinece，Vol.60，
pp.18-32，1994．
３．おわりに
本稿によって、土木計画学研究発表・論文集の審査用論文の作成がスムーズになされれば望外の幸せである。
参考文献
1） 土木計画学研究委員会：「土木計画学研究・論文集，
　　No.13」論文の募集，土木学会誌，Vol.81-1，

pp.90 -92，1996．
和文の論文・報告等を参考文献として記載する場合に
表－１　大きな表のレイアウト
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